
令和３年度モデル企業

業種：定期航空輸送業 13,184人

MEMO

日本航空株式会社 認定年度：平成29年度～令和３年度

【実践部門】
●ALWellness2025」に基づく社員の健康つくり
●東京2020関連「Fly for it!一緒に運動しよう」
JAL Wellness X アスリート社員

● JAL 本気の！ラジオ体操の推進
●客室本部「すこやかYOGA」
● 「階段のすゝめ」
● 「立式打ち合わせテーブル」や「バランスボール」の導入
● 「新入社員教育におけるストレッチ指導 など

【支援部門】
●アスリート社員の雇用
●競技団体への輸送支援をはじめとするマイルの寄付
による次世代育成支援。
●サイクツーリズムのための自転車輸送用受託手荷物
専用BOX開発し地方へのサイクツーリズム推進
●パラリンピックアスリート発掘プロジェクト
● 「ネクストアスリートプロジェクト」の実施 など

※モデル企業の画像は、「事例集」発行年度当時のものです。

企業情報はこちら
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令和３年度の取組内容



◆取組を始めたきっかけ

◆運用上の特徴や工夫

◆効果やメリット

「JAL 本気の！ラジオ体操」

●JALグループ健康推進プロジェクトの施策・立案の時点で医療費の洗い出
しを行い、生活習慣病関連の疾患が46%を占めていることが判明。2013
年当社所属フィットネストレーナの提案が「ラジオ体操」を実施。真剣に行うこ
とから産業医が「JAL 本気の！ラジオ体操」と命名した。来年7月に10周年
を迎えるに当たり事務局を発足してトレーナーと様々なイベントを企画中。

●DVDを作成し、全国、全世界の支店へ配信をしている。
（北京・モスクワ・ヘルシンキ等屋外や冬季の運動が難しい部署には
2014年に先行配信した）
● 2020年には、各部署で作成した動画を募集し、優秀作品には羽田・
天王洲・パリ・大阪をZoomで繋いで表彰式を実施。
●コロナ禍では、オンラインでのイベントも開催した。
イベント・WellnessリーダーMTG時はまず、「本気の！ラジオ体操」を全
員で実施している。朝礼時、テレワークの人も一緒に
実施し一体感得ている。

●誰でも簡単に参加できることで社内間のコミュニケーションの場を設けることが
できた。日本人だけでなく、世界中の仲間と一緒にできる。
また、ラジオ体操の動画の作成にあたり社員の演出を募る事でWellness活
動を社員全体に周知させることが出来た。
参加者からは身体を動かすことで気分もリフレッシュする事ができ今後も
「JAL本気の！ラジオ体操」 をしたいとの声が多かったとともに、医療費の削
減にも繋げていく。
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